








　The author is conducting ongoing research regarding biographical information on Western 
classical music composers presented in articles of the Meiji/Taisho period. This paper is a part 
of this research and covers articles containing composers’ biographical information in music 
journals during the Taisho period, including 14 journals such as Ongaku shincho （New Trends 
in Music）. In the future, after ﬁ nishing research on complete music journals of the Taisho 
period, the author plans to analyze these articles together with the article information listed 
here.
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れている状況であった（2018 年 10 月 21 日現在）。本稿の刊行以降、他誌の記事情報の提供を行
う予定である。
■参考文献など（著者アルファベット順）
井上和男 編 2009．『クラシック音楽作品名辞典 第 3 版』東京：三省堂．
皓星社．「雑誌記事索引集成データベース」（有料データベース，2018 年 10 月 21 日最終アクセ
ス）．
松村洋一郎 2016．「明治・大正期の雑誌（音楽誌を除く）における西洋クラシック音楽の作曲
家に関する伝記情報 その 1」『国立音楽大学研究紀要』第 50 集，219‒228 頁．／松村洋一郎 
2017a．「明治・大正期の雑誌（音楽誌を除く）における西洋クラシック音楽の作曲家に関す
る伝記情報（その 2）記事目録と分析」『音楽研究 国立音楽大学大学院研究年報』第 29 集，
33‒49 頁．
松村洋一郎 2017b．「明治期の音楽雑誌における西洋クラシック音楽の作曲家に関する記事目
録」『国立音楽大学研究紀要』第 51 集，225‒236 頁．
松村洋一郎 2018a．「大正期の音楽誌における西洋クラシック音楽の作曲家に関する記事目録




『音楽学』第 63 巻 2 号，159‒160 頁．





典 第 3 版』（井上 2009）で立項されている人物を「作曲家」として扱った。
・ 調査対象の誌名、巻号は以下の通り（誌名アルファベット順）。1行目に刊行時期および巻号













































■ パレストリーナ， ジョヴァンニ・ピエルルイージ・ダPalestrina, Giovanni Pierluigi da
（1525/26‒1594）
吉野清吉「楽聖パレストリナ」『音楽新潮』第 3巻第 6号（大正 15 年 6 月），12‒16 頁．
■リュリ， ジャン＝バティスト Lully, Jean-Baptiste（1632‒1687）
藤木義輔「ルイ十四世王朝とリュリの音楽」『音楽新潮』第 3巻第 4号（大正 15 年 4 月），14‒18
頁．
■パーセル， ヘンリー Purcell, Henry（1659‒1695）
吉野清吉「英国音楽とパアセル」『音楽新潮』第 3巻第 7号（大正 15 年 7 月），16‒20 頁．
■ラモー， ジャン＝フィリップRameau, Jean-Philippe（1683‒1764）
吉野清吉「ラモオと其の時代」『音楽新潮』第 3巻第 5号（大正 15 年 5 月），11‒15 頁．
■ヘンデル， ジョージ・フリデリックHändel, George Frideric（1685‒1759）
呂満浪蘭「楽界逸事 ヘンデル物語」『オペラ』第 3巻第 1号（大正 10 年 1 月），40‒41 頁．
ロマン、ローラン「ヘンデル」金井満［訳］『ラミュジカ』創刊号（大正 12 年 1 月），4‒6 頁．
／ロマン ローラン「ヘンデル（二）」金井満［訳］『ラミュジカ』第 2号（大正 12 年 2
月），13‒16 頁．／ロマン・ローラン「ヘンデル（第三回）」金井満訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），6‒10 頁．
法月歌客「ヘンデルと愛人」『オペラ』第 5巻第 3号（大正 12 年 3 月），21‒23 頁．
木村生「音楽戯曲 屋根裏のヘンデル（四場）」『音楽グラフ』第 3巻第 2号（大正 14 年 2 月），
16‒17 頁．／木村生「音楽戯曲 屋根裏のヘンデル」『音楽グラフ』第 3巻第 3号（大正 14 年
3 月），14‒15 頁．
小泉洽「水の音楽」『音楽グラフ』第 3巻第 8号（大正 14 年 8 月），2‒5 頁．
■バッハ， ヨハン・ゼバスティアンBach, Johann Sebastian（1685‒1750）
柿沼太郎「バツハとヴアイオリン」『音楽グラフ』第 4巻第 8号（大正 15 年 8 月），11‒12 頁．
小野敏夫「バッハのオーケストラ曲に就て」『音楽新潮』第 3巻第 10 号（大正 15 年 10 月），
13‒16 頁．
小野敏夫「ヴァイオリニストとしてのバッハ」『音楽新潮』第 3巻第 12 号（大正 15 年 12 月），
18‒21 頁．
■タルティーニ， ジュゼッペ Tartini, Giuseppe（1692‒1770）
柿沼太郎「タルティニと悪魔のトリル」『音楽グラフ』第 4巻第 11号（大正 15年 11 月），4‒5 頁．
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■ペルゴレージ， ジョヴァンニ・バッティスタPergolesi, Giovanni Battista（1710‒1736）
山内透「ペルゴレージ」『音楽新潮』第 3巻第 11 号（大正 15 年 11 月），32‒34 頁．
■ハイドン， ヨーゼフHaydn, Joseph（1732‒1809）
編輯小 「音楽大家略伝（1）ハイドン」『大陸の音楽』創刊号（大正 13 年 5 月），41‒42 頁．
編集者「今月の楽譜解説 ハイドンのト長調『驚愕』交響曲」『楽星』第 2巻第 8号（大正 15 年
8 月），44‒47 頁．
■サリエーリ， アントーニオSalieri, Antonio（1750‒1825）
プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻第 5号（大正 14 年 5
月），8‒10 頁．／プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻
第 6号（大正 14 年 6 月），7‒8 頁．
■モーツァルト， ヴォルフガング・アマデーウスMozart, Wolfgang Amadeus（1756‒91）
三好春之助「ウオルフガング・アマデウス・モツアルトの話」『オペラ』第 6巻第 11 号（大正
13 年 11 月），38‒39 頁．
プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻第 5号（大正 14 年 5
月），8‒10 頁．／プーシユキン「モツアルトとサリエーリ」平井肇訳『音楽グラフ』第 3巻
第 6号（大正 14 年 6 月），7‒8 頁．
大沼魯夫「楽聖モツアルトの逸事」『音楽グラフ』第 3巻第 12 号（大正 14 年 12 月），5‒7 頁．
門馬生「交響曲説解（1） モーツアルトのニ長調（メヌエツトなし）」『楽星』第 2巻第 7号（大
正 15 年 7 月），79‒81 頁．
桂近乎「モーツアルトの愛の生活」『楽星』第 2巻第 9号（大正 15 年 9 月），18‒24 頁．
門馬生「交響曲説解（2） モーツアルトのト短調」『楽星』第 2巻第 9号（大正 15 年 9 月），
45‒48 頁．
■ルージェ・ド・リール， クロード＝ジョゼフRouget de Lisle, Claude-Joseph（1760‒1836）
丹潔「国歌の由来 その二、仏国々歌『Le Marseillaise』」『オペラ』第 2巻第 5号（大正 9年 5
月），52‒53 頁．
■ケルビーニ， ルイージCherubini, Luigi（1760‒1842）
藤木義輔「宗教楽に救はれたケルビーニ」『音楽新潮』第 3巻第 7号（大正 15 年 7 月），8‒12，
20 頁．
■ベートーヴェン， ルートヴィヒ・ヴァンBeethoven, Ludwig van（1770‒1827）
正木寿雄「東京より妹へ！『ベートーヹン』に就て……」『歌劇』第 3号（大正 8年 1月），
26‒28 頁．
「楽聖ベートオフエン百五十年祭記念音楽会の記 !!!」『家庭音楽』第 65 号（大正 10 年 1 月），
17‒18 頁．
小生夢坊「ベエトオヴエンの悲愴曲」『オペラ』第 4巻第 4号（大正 11 年 4 月），32‒33 頁．
編集部「新人としての楽聖ベートベン」『楽譜クラブ』第 74 号（大正 11 年 5 月），19‒23 頁．




（大正 12 年 2 月），1‒3 頁．
「ベトーベンよりゲーテに送れる手紙」矢内博訳『ラミュジカ』第 2号（大正 12 年 2 月），18‒19
頁．
エクトル ベルリオース「第八シンフォニーの批判的研究」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），1‒2 頁．
エクトル ベルリオース「第四シンフォニーの批判的研究」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），2‒3 頁．
「ベトォフェンの手紙」矢内博訳『ラミュジカ』第 3号（大正 12 年 3 月），29‒30 頁．
柿沼太郎「ベートーヹンの日常生活」『音楽グラフ』第 1巻第 1号（大正 12 年 5 月），2‒3 頁．
柿沼太郎「友人の見たベートーヹン（一）」『音楽新潮』創刊号（大正 13 年 2 月），14‒18 頁．／
柿沼太郎「友人の見たベートーヹン（二）」『音楽新潮』第 1巻第 2号（大正 13 年 3 月），
35‒38 頁．／柿沼太郎「友人の見たベートーヹン（三）」『音楽新潮』第 1巻第 4号（大正 13
年 5 月），39‒41 頁．
南部修太郎「倫敦に於ける第九交響楽の演奏」『音楽新潮』第 1巻第 10 号（大正 13 年 11 月），
27‒32 頁．
増沢健美「ベートーベンの人相と風態」『音楽グラフ』第 3巻第 1号（大正 14 年 1 月），9‒10 頁．
佐藤昌「ベートーヹンと蔵書」『音楽新潮』第 2巻第 5号（大正 14 年 5 月），22‒24 頁．
中西武夫「ベートウヹン礼賛」『音楽新潮』第 2巻第 6号（大正 14 年 6 月），34‒37 頁．
堀内敬三「名曲解説 序楽四曲」『楽星』第 1巻第 6号（大正 14 年 12 月），5‒9 頁．（11）
佐藤昌「月光曲について」『音楽新潮』第 3巻第 2号（大正 15 年 2 月），9‒14 頁．
「ベートーヹン愛賞の地」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），2‒3 頁．
牛山充「ベートーヹンと楽曲捧呈」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），4‒6 頁．
藤木義輔「黄昏から夜へ ベートーヹン最後の頁」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），
7‒12 頁．
中野孝「洋琴家としてのベートーヹン」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），13‒17 頁．
幡谷正雄「ベートーヹンと久遠の女性」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），18‒25 頁．
佐藤昌「ベートヹン研究書について」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），29‒32 頁．
吉野清吉「ラ・ラプソディー・ベトヹニック」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），
33‒37 頁．
柿沼太郎「ベートーヹンの功績」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），38‒40 頁．
山田辰弥「ベートーヹンレコード」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），41‒47 頁．
文三「ベートーヹンと久野久子女史」『音楽新潮』第 3巻第 3号（大正 15 年 3 月），48‒49 頁．
「ベートーヴエン断想」三潴末松訳『楽星』第 2巻第 3号（大正 15 年 3 月），1‒3 頁．
アイザツクソン「楽聖ベートーベンの後年」村上一郎［訳］『音楽グラフ』第 4巻第 3号（大正
15 年 3 月），11‒14 頁．／アイザツクソン「楽聖ベートーベンの後年（前の続き）」村上［一
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郎］訳『音楽グラフ』第 4巻第 4号（大正 15 年 4 月），12‒14 頁．
伊東澄子「歌劇フィデリオ」『音楽新潮』第 3巻第 7号（大正 15 年 7 月），13‒15 頁．
編集局解説「ヴアイオリン曲説解（1） Beethoven; Sonata Nr. 9（Kraezersonota）」『楽星』第 2
巻第 7号（大正 15 年 7 月），74‒76 頁．
■オベール， ダニエル＝フランソワ＝エスプリAuber, Daniel-François-Esprit（1782‒1871）
寺川信「歌劇名曲物語（一）」『歌劇』第 26 号（大正 11 年 5 月），24‒26 頁．（12）
■パガニーニ， ニコロ Paganini, Nicolò（1782‒1840）
行田乙重「パガニーニ」『ラミュジカ』第 3号（大正 12 年 3 月），25‒26 頁．
吉野清吉「パガニーニとベルリオーズ」『音楽新潮』第 3巻第 8号（大正 15 年 8 月），9‒12 頁．
■ヴェーバー， カール・マリーア・フォンWeber, Carl Maria von（1786‒1826）
藤木義輔「露西亜バレー抄（四）」『音楽新潮』第 1巻第 6号（大正 13 年 7 月），22‒27 頁．（13）
堀内敬三「名曲解説 序楽四曲」『楽星』第 1巻第 6号（大正 14 年 12 月），5‒9 頁．（11）
柿沼太郎「ウェーバアのこと」『音楽新潮』第 3巻第 9号（大正 15 年 9 月），2‒7 頁．
藤木義輔「諸大家の見たウェーバアの歌劇」『音楽新潮』第 3巻第 9号（大正 15 年 9 月），8‒12
頁．
吉野清吉「ウェーバアと文筆」『音楽新潮』第 3巻第 9号（大正 15 年 9 月），16‒19 頁．
柿沼太郎「ウェーバアの作品に就て」『音楽新潮』第 3巻第 9号（大正 15 年 9 月），20‒25 頁．
山田辰弥「ウェーバアに関する文献とレコード」『音楽新潮』第 3巻第 9号（大正 15 年 9 月），
28‒29，25 頁．
■ロッシーニ， ジョアキーノRossini, Gioachino（1792‒1868）
服部劉太「名歌劇梗概（二） 『セヸラの理髪師』」『オペラ』第 4巻第 1号（大正 11 年 1 月），
64‒67 頁．
百瀬晋「ロッシーニとワグナーの会見 アルフレード・テストーニの戯曲から」『オペラ』第 6巻
第 11 号（大正 13 年 11 月），24‒29 頁．
堀内敬三「名曲解説 序楽四曲」『楽星』第 1巻第 6号（大正 14 年 12 月），5‒9 頁．（11）
■シューベルト， フランツ Schubert, Franz（1797‒1828）
辻荘一「シユウベルト礼賛」『音楽新潮』創刊号（大正 13 年 2 月），27‒31 頁．
編集者「今月の楽譜解説 シユーベルトのロ短調『未完成』交響曲全部」『楽星』第 2巻第 7号
（大正 15 年 7 月），69‒71，76 頁．
営業部「歌曲解説（1）Aufenthalt（Schubert）」『楽星』第 2巻第 7号（大正 15 年 7 月），77‒78
頁．
営業部編「歌曲解説（2）Der Lindenbaum by Franz Schubert」『楽星』第 2巻第 8号（大正 15
年 8 月），50‒51 頁．
■ドニゼッティ， ガエターノDonizetti, Gaetano（1797‒1848）
牛山充「歌劇物語 六、『ラマームーアのルチーア』（三幕物悲歌劇）――ドニツェッティ作曲」





（大正 12 年 2 月），1‒3 頁．
エクトル ベルリオース「第八シンフォニーの批判的研究」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），1‒2 頁．
エクトル ベルリオース「第四シンフォニーの批判的研究」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），2‒3 頁．
ロベルト シユーマン「ベルリオの『ウ ヱ ーヷーリー』序楽」尾崎喜八訳『ラミュジカ』第 3号
（大正 12 年 3 月），21‒22 頁．
「ベルリオの初恋 ベルリオの思ひ出から」藤木義輔［訳］『音楽新潮』第 2巻第 1号（大正 14 年
1 月），29‒32 頁．
堀内敬三「仏蘭西名曲解説（その一）」『楽星』第 1巻第 3号（大正 14 年 9 月），14‒18 頁．（14）
吉野清吉「パガニーニとベルリオーズ」『音楽新潮』第 3巻第 8号（大正 15 年 8 月），9‒12 頁．
「ベルリオーズの『思ひ出』から」吉野清吉訳『音楽新潮』第 3巻第 12 号（大正 15 年 12 月），
22‒26 頁．
■メンデルスゾーン， フェーリクスMendelssohn, Felix（1809‒47）
「フロオレンスから メンデルスゾオンの南欧消息」西村貞［訳］『音楽新潮』第 1巻第 3号（大
正 13 年 4 月），25‒28 頁．／「ローマとヴェニスから メンデルゾーンの南欧消息」西村貞
［訳］『音楽新潮』第 1巻第 5号（大正 13 年 6 月），24‒27 頁．／「メンデルスゾーン南欧の旅
より」西村貞訳『音楽新潮』第 3巻第 8号（大正 15 年 8 月），38‒39 頁．
編集局解説「ヴアイオリン曲説解（2） Mendelssohn; Concerto in E minor for Violin and 
Orchestra」『楽星』第 2巻第 8号（大正 15 年 8 月），48‒49，52 頁．
村上一郎「ゴンドラ舟の歌」『音楽グラフ』第 4巻第 8号（大正 15 年 8 月），5‒8 頁．（15）
■ショパン， フリデリクChopin, Fryderyk（1810‒49）
貘与太平「失恋せる天才 シヨパンのこと（下）」『オペラ』第 2巻第 7号（大正 9年 7月），
21‒23 頁．
日金魚子「楽星シヨパンの恋愛日記抄」『オペラ』第 3巻第 5号（大正 10年 5月），60‒65，67 頁．
アシトン・ジヨンソン「シヨパンの前奏曲（作品二十八番）の解」河原宏訳『ラミュジカ』第 2
号（大正 12 年 2 月），16‒18 頁．
柿沼太郎「シヨパンの面影」『音楽グラフ』第 1巻第 2号（大正 12 年 6 月），2‒3 頁．
増沢健美「ピアニストとしてのショパン」『音楽新潮』創刊号（大正 13 年 2 月），32‒37 頁．
「ショパンの思ひ出」『音楽新潮』第 2巻第 4号（大正 14 年 4 月），18‒19 頁．
■ニコライ， オットーNicolai, Otto（1810‒1849）
牛山充「歌劇物語八『ウヰンザーの陽気な女房達』（三幕物幻想的喜歌劇）――オット ニコライ
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8‒11 頁．／村上一郎「エドワード・マクドウエル（其二）」『音楽グラフ』第 4巻第 5号（大
正 15 年 5 月），3‒6 頁．
■ドビュッシー， クロードDebussy, Claude（1862‒1918）
藤木義輔「露西亜バレー抄（三）」『音楽新潮』第 1巻第 5号（大正 13 年 6 月），18‒23 頁．（26）
岩間太郎「仏蘭西音楽雑話（一）クロード・デビユツツシーの事（A）」『オペラ』第 6巻第 8号
（大正 13 年 8 月），38‒39 頁．
柿沼太郎「クロウド・ドビュッシイ（上） 人及び芸術の輪郭」『音楽新潮』第 2巻第 7号（大正
14 年 7 月），30‒36 頁．／柿沼太郎「クロウド・ドビュツシイ（下） 人及び芸術の輪郭」『音
楽新潮』第 2巻第 8号（大正 14 年 8 月），34‒39 頁．
「スカラ座のドビュッシイその他の歌劇」『音楽新潮』第 3巻第 6号（大正 15 年 6 月），20‒22 頁．
伊東澄子「ペレアスとメリサンド」『音楽新潮』第 3巻第 6号（大正 15 年 6 月），38‒41 頁．
メタクサ伯夫人「ドゥビュッシイの『プレリュード』から」前田鉄之助訳『音楽新潮』第 3巻第
8号（大正 15 年 8 月），13‒18 頁．
ロメン ローラン「デビユツシイ論 『ペレアとメリザンド』」広瀬将訳『楽星』第 2巻第 8号（大
正 15 年 8 月），33‒40 頁．
■マスカーニ， ピエートロMascagni, Pietro（1863‒1945）
門馬直衛「『カヴァレリアルスチカナ』の話 近代欧劇解説（その一）」『楽譜クラブ』第 71 号
（大正 10 年 10 月），14‒16 頁．／門馬直衛「『カバレリアルスチカナ』の話 近代歌劇解説
（其の二）」『楽譜クラブ』第 72 号（大正 10 年 11 月），19‒22 頁．／門馬直衛「カバレリアル
スチカナの話 近代歌劇解説（其の三）」『楽譜クラブ』第 73号（大正 10 年 12 月），19‒21 頁．
青柳有美「マスカニーの新作『小マラー』」『歌劇』第 22 号（大正 11 年 1 月），26‒29 頁．
寺川信「歌劇名曲物語（三）」『歌劇』第 28 号（大正 11 年 7 月），36‒37 頁．（25）
高木和夫「ラ・スカラ座で見た歌劇『イリス』の舞台」『歌劇』第 60 号（大正 14 年 3 月），
18‒20 頁．
■シュトラウス， リヒャルトStrauss, Richard（1864‒1949）
山本直忠「ライプチツヒのシユトラウス週間」『楽星』第 2巻第 9号（大正 15年 9月），42‒44 頁．
■グラズノフ， アレクサンドルGlazunov, Aleksandr（1865‒1936）
中根弘「露国楽壇の二大長老（二） レーニングラードの老作曲家 アレクサンドル・グラズノー
フ」『音楽新潮』第 2巻第 10 号（大正 14 年 10 月），2‒6 頁．
■シベリウス， ジャン Sibelius ,Jean（1865‒1957）
柿沼太郎「フィンランドの巨匠ジャン・シベリウス」『音楽新潮』第 3巻第 2号（大正 15 年 2
月），15‒19 頁．
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■ブゾーニ， フェルッチョBusoni, Ferruccio（1866‒1924）
野村光一「ブゾーニを憶ふ」『音楽新潮』第 1巻第 10 号（大正 13 年 11 月），8‒13 頁．
■サティ， エリック Satie, Erik（1866‒1925）
永田竜雄「エリク・サティの動物と音楽論（上） 斜雨荘漫筆」『音楽新潮』第 1巻第 6号（大正
13 年 7 月），33‒36 頁．／永田竜雄「エリク・サティの動物と音楽論（下） 斜雨荘漫筆」『音
楽新潮』第 1巻第 7号（大正 13 年 8 月），31‒34，38 頁．
小松耕輔「現代音楽の先駆者 エリック・サティ」『音楽新潮』第 2巻第 6号（大正 14 年 6 月），
2‒7 頁．／小松耕輔「現代音楽の先駆者 エリック・サティ（二）」『音楽新潮』第 2巻第 7号
（大正 14 年 7 月），24‒29 頁．／小松耕輔「現代音楽の先駆者 エリック・サティ（三）」『音
楽新潮』第 2巻第 8号（大正 14 年 8 月），24‒29 頁．
中野楽人「皮肉の作曲家エリク・サティ逝く」『音楽新潮』第 2巻第 9号（大正 14 年 9 月），
37‒39 頁．
■プフィッツナー， ハンス Pﬁ tzner, Hans（1869‒1949）
柿沼太郎「ハンス・フィツナアの歌劇」『音楽新潮』第 3巻第 6号（大正 15 年 6 月），32‒37 頁．
■ゴドフスキー， レオポルドGodowsky, Leopold（1870‒1938）
鈴木賢之進「ゴドフスキー論（特に日本の洋琴家に贈る）」『音楽新潮』第 1巻第 9号（大正 13
年 10 月），6‒10 頁．
■スクリャービン， アレクサンドルSkryabin, Aleksandr（1872‒1915）
兼常清佐「名曲の印象 一つ二つ」『音楽グラフ』第 4巻第 6号（大正 15 年 6 月），2‒3 頁．（27）
／兼常清佐「名曲の印象 一つ二つ（前の続）」『音楽グラフ』第 4巻第 7号（大正 15 年 7
月），5‒8 頁．（28）
中山徳三「スクリャービンのピアノ・ソナタに就て」『音楽新潮』第 3巻第 12 号（大正 15 年 12
月），15‒17 頁．
■ヴォーン・ウィリアムズ， レイフ Vaughan Williams, Ralph（1872‒1958）
柿沼太郎「ロンドン・スィムフォニイの作曲者 ヴォーアン・ウイリアムス」『音楽新潮』第 3巻
第 10 号（大正 15 年 10 月），2‒6 頁．
■レーガー， マックス Reger, Max（1873‒1916）
村上一郎「バツハの後継者と言はるゝマツクス・レーガー」『音楽グラフ』第 3巻第 10 号（大正
14 年 10 月），4‒6 頁．
■チェレプニン， ニコライ Tcherepnin, Nikolay（1873‒1945）
藤木義輔「露西亜バレー抄（八）」『音楽新潮』第 2巻第 2号（大正 14 年 2月），11‒16，26 頁．（29）
藤木義輔「露西亜バレー抄（九）」『音楽新潮』第 2巻第 3号（大正 14 年 3 月），18‒24 頁．（30）
■クーセヴィツキー， セルゲイ Koussevitzky, Sergey（1874‒1951）
いわむら生「一九二六年度、クーセヴィツキー交響楽音楽会を聴く（上）」『音楽新潮』第 3巻第
10 号（大正 15 年 10 月），41‒47 頁．／いわむら生「一九二六年度、クーセヴイツキー交響楽
音楽会を聴く（中）」『音楽新潮』第 3巻第 11 号（大正 15 年 11 月），43‒48 頁．／岩村英武
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「一九二六年度、クーセヴィツキー交響楽音楽会を聴く（下）」『音楽新潮』第 3巻第 12 号
（大正 15 年 12 月），42‒48 頁．
■アーン， レナルドHahn, Reynaldo（1874‒1947）
藤木義輔「露西亜バレー抄（二）」『音楽新潮』第 1巻第 4号（大正 13 年 5 月），16‒22 頁．（31）
■シェーンベルク， アルノルトSchönberg, Arnold（1874‒1951）
小泉拾「シェーンベルヒの音楽（一）」『音楽新潮』第 1巻第 6号（大正 13 年 7 月），8‒11 頁．／
小泉拾「シェーンベルヒの音楽（二）」『音楽新潮』第 1巻第 8号（大正 13 年 9 月），16‒19
頁．／小泉拾「シェーンベルヒの音楽（三）」『音楽新潮』第 1巻第 9号（大正 13 年 10 月），
36‒39，20 頁．／小泉拾「シェーンベルヒの音楽（四）」『音楽新潮』第 1巻第 11 号（大正 13
年 12 月），22‒27 頁．
■ホルスト， グスターヴHolst, Gustav（1874‒1934）
柿沼太郎「ガスターヴ・ホルストのこと」『音楽新潮』第 2巻第 12 号（大正 14 年 12 月），14‒19
頁．
■クライスラー， フリッツ Kreisler, Fritz（1875‒1962）
牛山充「クライスラー」『音楽グラフ』第 1巻第 1号（大正 12 年 5 月），16‒17 頁．
クライスラア「クライスラーの芸術観」山形英夫［訳］『音楽新潮』第 1巻第 7号（大正 13 年 8
月），12‒16 頁．／クライスラア「クライスラア芸術観（下）」山形英夫［訳］『音楽新潮』第
1巻第 8号（大正 13 年 9 月），28‒32，14 頁．
門馬直衛「ヴアイオリン曲解説」『楽星』第 2巻第 1号（大正 15 年 1 月），33‒39 頁．（32）
■ラヴェル， モーリス Ravel, Maurice（1875‒1937）
アンリ・ジルマルシェツクス「ラヴェルのピアノの技巧について（上）」小松耕輔訳『音楽新
潮』第 2巻第 8号（大正 14 年 8 月），6‒9 頁．／ジルマルシェツクス「ラヴェルのピアノの
技巧について（下）」小松耕輔訳『音楽新潮』第 2巻第 9号（大正 14 年 9 月），28‒32 頁．
柿沼太郎「現代音楽の三大作曲家」『音楽グラフ』第 3巻第 9号（大正 14 年 9 月），2‒3 頁．（33）
小松耕輔「モオリス・ラヴェルの芸術（一）」『音楽新潮』第 3巻第 1号（大正 15 年 1 月），2‒6
頁．／小松耕輔「モオリス・ラヴェルの芸術（二）」『音楽新潮』第 3巻第 2号（大正 15 年
2 月），22‒25 頁．／小松耕輔「モオリス・ラヴェルの芸術（三）」『音楽新潮』第 3巻第 4号
（大正 15 年 4 月），30‒36 頁．
伊東澄子「ラヹルの喜歌劇『西班牙の時』」『音楽新潮』第 3巻第 11 号（大正 15 年 11 月），
22‒26 頁．
■アルファーノ， フランコ Alfano, Franco（1875‒1954）
寺川信「歌劇名曲物語 承前」『歌劇』第 29 号（大正 11 年 8 月），40‒42 頁．（34）
■ファリャ， マヌエル・デ Falla, Manuel de（1876‒1946）
柿沼太郎「スペインの作曲家 マヌエル・ド・ファル［ルは小文字］ラ 新進作曲家紹介（二）」
『音楽新潮』第 2巻第 3号（大正 14 年 3 月），33‒38 頁．
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■カザルス， パブロCasals, Pablo（1876‒1973）
パブロ・カザルス「セロを研究する人達へ」『音楽新潮』第 2巻第 8号（大正 14 年 8 月），14‒19
頁．
■レスピーギ， オットリーノRespighi, Ottorino（1879‒1936）
深谷甫「羅馬の松樹」『楽星』第 2巻第 6号（大正 15 年 6 月），37‒38 頁．
■スコット， シリル Scott, Cyril（1879‒1970）
野村光一「シリル・スコットの隣家」『音楽新潮』第 2巻第 9号（大正 14 年 9 月），2‒9 頁．
■バルトーク， ベーラ Bartók, Béla（1881‒1945）
柿沼太郎「現代音楽の三大作曲家」『音楽グラフ』第 3巻第 9号（大正 14 年 9 月），2‒3 頁．（33）
柿沼太郎「ベラ・バルトクと第二弦楽四重奏に就て」『音楽新潮』第 3巻第 5号（大正 15 年 5
月），7‒9，23 頁．
■ミャスコフスキー， ニコライMyaskovsky, Nikolay（1881‒1950）
河村雅「ソヴェート・ロシヤの作曲家 ミヤスコヴスキイのこと」『音楽新潮』第 2巻第 4号（大
正 14 年 4 月），2‒7 頁．
ベライエフ「ニコライ・ミヤスコヴスキイ」藤木義輔訳『音楽新潮』第 3巻第 6号（大正 15 年
6 月），26‒31，48 頁．
■マリピエーロ， ジャン・フランチェスコMalipiero, Gian Francesco（1882‒1973）
柿沼太郎「伊太利のフランチェスコ・マリピエロ」『音楽新潮』第 2巻第 9号（大正 14 年 9
月），21‒27 頁．
■グレインジャー， パーシーGrainger, Percy（1882‒1961）
マーヂャリー ストッキング「パーシー グレンヂャーの印象」牛山生［訳］『音楽』第 8巻第 9
号（大正 6年 9月），64‒66 頁．
増沢健美「作曲家としてのグレインヂャー」『音楽新潮』第 1巻第 2号（大正 13 年 3 月），23‒27
頁．
パアシイ・グレンヂャア「若き音楽家達に」清水潮三訳『音楽新潮』第 1巻第 8号（大正 13 年
9 月），2‒7 頁．
藤井夏人「晩年のグリーク 彼の『イ短調コンチェルト』とグレインジヤーのこと」『音楽新潮』
第 2巻第 6号（大正 14 年 6 月），24‒29，9 頁．
■ストラヴィンスキー， イーゴリ Stravinsky, Igor（1882‒1971）
秋田春夫「ストラヴインスキイに関する考察」『オペラ』第 3巻第 9号（大正 10 年 9 月），58‒59
頁．
藤木義輔「露西亜バレー抄（一）」『音楽新潮』第 1巻第 2号（大正 13 年 3 月），16‒22 頁．（35）
大関柊郎「ストラヴンスキーの熱弁」『歌劇』第 52 号（大正 13 年 7 月），14‒17 頁．
柿沼太郎「現代音楽の代表的作家（一）」『音楽新潮』第 1巻第 8号（大正 13 年 9 月），33‒38
頁．（36）
牛山充「音楽に於ける支那趣味（下）」『音楽グラフ』第 2巻第 6号（大正 13 年 9月），4‒5 頁．（37）
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藤木義輔「露西亜バレー抄（七）」『音楽新潮』第 1巻第 11 号（大正 13 年 12 月），14‒19 頁．（38）
牛山充「最近のストヰラヴウンスキー［ママ］」『音楽グラフ』第 3巻第 5号（大正 14 年 5 月），
4‒5 頁．
■シマノフスキ， カロル Szymanowski, Karol（1882‒1937）
柿沼太郎「若きポーランドの代表者 カロル・シマノフスキイ（上）」『音楽新潮』第 3巻第 4号
（大正 15 年 4 月），2‒7，43 頁．／柿沼太郎「若きポーランドの代表者 カロル・シマノフス
キイ（下）」『音楽新潮』第 3巻第 5号（大正 15 年 5 月），31‒38 頁．
■カゼッラ， アルフレードCasella, Alfredo（1883‒1947）
柿沼太郎「若きイタリアを代表するアルフレド・カセルラ」『音楽新潮』第 2巻第 4号（大正 14
年 4 月），11‒17 頁．
■バックス， アーノルドBax, Arnold（1883‒1953）
柿沼太郎「現代音楽の三大作曲家」『音楽グラフ』第 3巻第 9号（大正 14 年 9 月），2‒3 頁．（33）
■プロコフィエフ， セルゲイ Prokoﬁ ev, Sergey（1891‒1953）
牛山充「亜米利加に於けるプロコフィエフ」『音楽』第 11 巻第 9号（大正 9年 9月），28‒33 頁．
寺川信「歌劇名曲物語 承前」『歌劇』第 29 号（大正 11 年 8 月），40‒42 頁．（34）
■オネゲル， アルテュールHonegger, Arthur（1892‒1955）
小松耕輔「仏蘭西楽壇の巨匠 オネツガアの音楽」『音楽新潮』第 2巻第 1号（大正 14 年 1 月），
2‒7 頁．／小松耕輔「仏蘭西楽壇の巨匠 オネッガア氏の音楽（続）」『音楽新潮』第 2巻第 2
号（大正 14 年 2 月），6‒10 頁．／小松耕輔「仏蘭西楽壇の巨匠 オネッガア氏の音楽」『音楽
新潮』第 2巻第 3号（大正 14 年 3 月），9‒13 頁．
■コルンゴルト， エーリヒ Korngold, Erich（1897‒1957）
こすもす「近読中より――エーリッヒ コーンゴールド」『音楽』第 4巻第 11 号（大正 2年 11
月），49‒50 頁．
■リエーティ， ヴィットーリオRieti, Vittorio（1898‒1994）
山田辰弥「ロシア舞踊の新曲二つ」『音楽新潮』第 3巻第 8号（大正 15 年 8 月），27‒29 頁．（39）
■プーランク， フランシスPoulenc, Francis（1899‒1963）
柿沼太郎「仏蘭西作曲界の鬼才 フランシス・プウランク」『音楽新潮』第 2巻第 6号（大正 14
年 6 月），18‒22 頁．
■ランバート， コンスタント Lambert, Constant（1905‒1951）
山田辰弥「ロシア舞踊の新曲二つ」『音楽新潮』第 3巻第 8号（大正 15 年 8 月），27‒29 頁．（39）
■註
（ 1）『音楽』誌を除く 13 誌。『音楽』誌に関しては別稿（松村 2018b）を参照のこと。
（ 2）第 61-66 号は武蔵野音楽大学図書館に所蔵されている。
（ 3）武蔵野音楽大学図書館の所蔵分を調査した。
（ 4）第 81 号までは復刻版（雄松堂出版刊）が刊行されており、調査にあたってはこれを用いた。
（ 5）日本近代音楽館の所蔵分を調査した。




（ 8）ベートーヴェンの特集号（第 3巻第 3号）が発行されている。







（15）《無言歌集 第 5 巻》作品 62（1844 刊）に含まれるイ短調の舟歌に関する記事。
（16）シューマンの《謝肉祭》を音楽としたロシア・バレエ団の作品に関する記事。
（17）バイロイトでのヴァーグナーの活動を主題とする記事。
（18）ヴァーグナーの作品に関する記事。
（19）《スペイン交響曲》に関する記事。
（20）バラキレフに関する記事。
（21）《タマーラ》を音楽としたロシア・バレエ団の作品に関する記事。
（22）《コル・ニドライ》とヴァイオリン協奏曲（特に作品 26）に関する記事。
（23）ムソルグスキーの《ボリス・ゴドゥノフ》とリムスキー＝コルサコフの《金鶏》に関する記事。
（24）〈テュイルリー〉（《展覧会の絵》から）と〈かぶと虫〉（《子ども部屋》から）に関する記事。
（25）プッチーニの《蝶々夫人》とマスカーニの《イリス》に関する記事。
（26）《牧神の午後への前奏曲》を音楽としたロシア・バレエ団の作品に関する記事。
（27）《プロメテウス――火の詩》に関する記事。
（28）《法悦の詩》に関する記事。
（29）チェレプニンの《アルミーダの館》に関する記事。
（30）チェレプニンの《ナルシスとエコー》に関する記事。
（31）アーンの《青い神》に関する記事。
（32）クライスラーの伝記と作品解説。
（33）ラヴェル、バルトーク、バックスに関する記事。
（34）アルファーノの《シャクンタラー物語》とプロコフィエフの《3つのオレンジへの恋》に関する記事。
（35）《火の鳥》に関する記事。
（36）ストラヴィンスキーに関する記事。
（37）《小夜鳴き鳥》に関する記事。
（38）《春の祭典》に関する記事。
（39）リエーティの《バラバウ》とランバートの《ロメオとジュリエット》に関する記事。
